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学校体育館のエアコン設置

猛暑日の増加による学校環境の改善
災害時の避難場所の機能強化

水環境の向上

公共下水道工事費助成の見直し
合併浄化槽補助の継続

光熱水費の不用額

令和５年度に続き、不用額が発生

物価高騰への対策

補助団体の精算業務

社会福祉協議会の補助金未精算金
752万円

クリーンセンターの再整備事業

完成時期のずれ込み
（令和7年8月以降稼働）

南郷中学校体育館

町内会イベントの借り上げバスも値上げ

葉山中学校体育館

町民生活に直結する補助内容の見直しを

収入
（使用料・他会計補助金等）

858万円前年度増減額 2405万円 14億1608万円 14億9501万円

12億7054万円 11億7502万円 20億5924万円 27億3462万円

支出
（人件費・業務委託費等）

収益的（日々事業運営に係る） 資本的（施設新設・更新等）

35億2933万円 2億4470万円 34億3097万円 2億6149万円

13億6295万円 1億6161万円 12億7418万円 1億4886万円

34億5462万円 △2億2406万円 34億740万円 △2億2486万円

144億2251万円一般会計 1億2021万円 135億8340万円 1億4643万円

歳入 前年度増減 歳出 前年度増減

特
別
会
計

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

収入
（企業債・国補助金等）

支出
（工事費・償還金等）下水道事業会計
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評価した事業

令和６年度

産後ケア利用者負担額減

産後うつ、虐待予防の
ために  142万円

庁舎維持管理事業

第五次総合計画策定第五次総合計画策定
100周年記念事業100周年記念事業

屋上防水改修
太陽光設備設置工事

1億1067万円

未来へ守っていくもの、
未来へ進めていくもの

交通不便地対策・高齢者の外出支援交通不便地対策・高齢者の外出支援

はやまるタクシー始まる
おでかけタクシー券配布

楽校をつくろう

小中一貫教育や学校整備基本構想・
基本計画策定等のために

町民主導のイベント大成功！

2342万円
ミューシーは葉山町のPR大使に
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金崎

答

近藤

近藤

近藤

答

答

答

クリーンセンター再整備の遅延により国からの交付
金が1000万円の削減となっている。この責任の所
在は。
手続きを踏むと納付される交付金なので残念でなら
ない。施工業者にはしっかりと伝える。

2024年度、一番大きな事件はクリーンセンター再
整備工事の５カ月遅れ、さらに増工事と物価上昇分
の金額に決着がつかず、逗子市と共同運営開始の目
途も立たない状況だ。工期が遅れたことに対してど
のように考えるのか。
施工業者の正確な資料の提出が遅れ苦労した。

町の施工管理の責任が大きいのではないか。
コミュニケーションが不十分だったと認識している
が、現段階では分からない。

何件かの増工事が行われたが、それぞれ金額を確定
して契約を結ばなかったのか。
事業者から正確な金額が出てこなかった。

＃クリーンセンター再整備生活環境

金崎
答

窪田

窪田

近藤

伊東

答

窪田

答

答

答

伊東

近藤

答

答

答

ふるさと納税の赤字削減策は。
基軸となる会社の更新を行い、年度末大きく伸びた。

減り続ける町の人口をどう受け止めているか。
世帯が変化している。減少傾向だが税収は伸びた。

おでかけタクシー券利用状況は。
9213枚だ。

はやまるタクシーの利用が伸びていない。福祉の観
点を持つ公共交通策として木古庭・上山口地域への
対応は。
課題意識を持っている。

町並みが整備された湘南国際
村を市街化区域に編入すれば
固定資産税等3000万円以上
の増収になるが、検討は。
企業から寄付の話もあり、
そちらを進めたい。

令和６年度の行政評価は。
公共施設の更新協議や地域交通の課題への実証運行
等の新たな取り組みが進展した。

今後の葉山町の方向性を示す様々な計画が策定され
たが現時点での評価は。
第五次総合計画をはじめ公共交通、空き家、福祉、
子ども、ジェンダー平等、公共施設など複数の計
画、構想を策定した。財政計画と連動させ計画目標
の実現を目指す。

監査からの指摘の「電子決裁システムで十分確認さ
れない事案が多数ある」とは。
導入直近のため、慣れない面があった。

＃ふるさと納税 ＃交通問題 ＃計画行政運営

金崎
答

金崎

伊東
答

答

臨御橋の完成見込みは。
令和８年、９年の渇水期に工事をする。

100周年記念行事の成果は。
町民の葉山愛を感じる事業執行となった。

町制施行100周年事業の評価は。
町主催の行事もあったが町民
主体の事業が100件以上
実施され延べ34000人
の参加があった。 
オール葉山で葉山
町の文化、歴史、
地域の魅力を町内
外に発信できた。

＃臨御橋＃100周年みんなでつくる

窪田

答

窪田

答

がけ地や危険木等防災対策補助金を強化しても、利
用は伸びない。周知等対策は。
相談は受けている。

緑が多く土砂災害も心配。町内森林調査を早めて
は。
ドローンを使いデータ上で可視化を図る予定だ。

＃災害に強いまち防　災

金崎
答

金崎
答

窪田
答

窪田

答

窪田
答

伊東
答

金崎
答

＃楽校　#産後ケア教育・子育て

特別支援教育ソフトとは。
保護者と教員がその子に対するアンケートをし、個
別支援計画を作成する。

体育の動きを撮影した映像の共有とは。
善し悪しの映像を見て探求する、外部には出ない。

小中一貫教育が始まり、学び方等保護者との連携は。
懇談会、便りも含め少しずつ浸透している。

楽校づくりの浸透は。
継続的に取り組む。

令和６年度の評価は。
高校生奨学金給付金の増額をし、保護者の負担軽減
を図った。ＡⅠドリルをはじめとした教育ソフトや
アプリの導入は、学校現場に変革をもたらすきっか
けになった。また、教育ビジョンの策定や学校再整
備計画をまとめることができた。

教職員の研修事業が36000円は少なすぎるが。
その他県企画など多くの研修がある。

産後ケア事業や保育施設拡充をしても残念ながら子
どもの数は増えていないが。
ニーズは高まっている。受け皿を作っていくのが行
政の努めだ。

価は。
民

決 算 総 括 質 問

100周年記念グッズ

国際村全景/県のHPより
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町長・教育長質問
決算特別
委員会の
動画

決算特別委員会審査
中村 委員長 星 副委員長

山田・笠原・伊東・待寺・窪田 委員

町長

問

町長

問

町長

新耐震グレーゾーン＊を対象に加えるか検討
中だ。相談等、補助金を利用しやすい環境に
していく。＊旧耐震基準と新基準の切り替え時期の建物

隣接する横須賀市を参考に補助金増額を。

町村の財政規模であり、踏み出せない。

環境課のいけがき助成・ブロック塀撤去補助
の実績がない。目的は違うが制度の見直しも
含め検討を。

促進の観点から、課の連携を強められるか調
べたい。

防災減災対策の補助対象・補助額の
見直しは？

町長

問

町長

補助金の性質の見極めが非常に難しく複雑
だ。必要性は感じている。

共助の観点からも町内会等の役割はもっと強
くなるが、加入数が減ってきている。何か事
業を行うにしても、バス借上げ料も上がって
いる。回覧板配布等単価の見直しを。

調査し割合等を決めたい。負担感を減らすた
め電子回覧板も進めている。　　　　　　　

町民活動に伴う各種補助団体への
補助額の見直しは？

町長

問

町長

負担額は見直し、対象期間の長さで差別化を
図り、近隣市と比較しても十分な取り組み
だ。現行を維持したい。

里帰り出産も対象にしている自治体もある。
光熱水費の不用額が多額だ。しっかりと見積
もりを行ない補助事業に回して欲しいが。

８年度予算への
意見として聞く。

産後ケア事業の充実は？

町長

問

町長

補助期間内に転換・申請していただいた方との
公平性を踏まえながら、考える。施工業者が限
られているが７年度中に申請を済ませれば、工
事が8年度になっても同額補助をする。

期間終了後も、補助を続けてほしいが。

同額は厳しいが、補助制度はなるべく維持した
い。

令和 8年度以降の合併処理浄化槽の
補助は？

町長

問

町長

「供用開始後、遅滞なく最新設備を設置しな
ければならない」と下水道法に罰則はないが
規定されており、戸別訪問で制度の案内等を
行なっている。公平性の面から、ソフト面で
努力する。

下水道に接続されなければ町の収入にはなら
ない。制度開始から補助額3万円は変わって
いない。工事費高騰もあり見直す必要がある
のでは。

大きな動機付けができないか、引き続き検討
課題としたい。

下水道接続のための補助額の
見直しは？

教育長

町長

問

国補助金を活用し、複数台の室内機を設置す
る予定だ。

今後の学校再整備もあり無駄にならない投資
への判断も含め教育委員会の考えを尊重し、
随時対応したい。

学校再整備をするとしても体育館は避難所等、
様々な利活用を考える必要がある。再整備と
別に考えるべきでは。

すぐに6校がなくなるわけでもなく酷暑も続
くが、一遍に設置できるものでもない。中学
校２校から検討に入りたい。

交付金等の確保等、速やかに動きたい。

各学校の体育館における空調設備の
整備は？

教育長

町長

（次ページへ続く）



委
員
会
レ
ポ
ー
ト

6

定
例
会
議

表
決
結
果
・
意
見
書

一
般
質
問

各
報
告

決
算
審
査

議会だより 第162号 令和7年11月26日発行

町への指摘・要望・意見

●100周年事業やDX推進事業等を評価で
きる。
●重大な不適正が存在しないのにもかかわ
らず不認定とすることは議会の信頼を損
ないかねない。
●多額の不用額が発生しないよう願いたい
が、予算執行は順調であり適正な財政出
動が行われていると判断した。
●中学校図書室の放課後開放を評価する。

賛 成

●社会福祉協議会への補助金精算が見逃さ
れていたことが問題である。
●クリーンセンター再整備事業の遅延から
多くの問題点を生み出した。
●逗子市との生ごみ資源化処理施設の共同
運用の見通しが立っていない。

反 対

●補助団体における概算払いの精算には留意すべ
きである。

●専任の図書館長を配置すべきである。

●人命に係る補助事業における補助額を始め補助
対象、補助率の見直しをすべきである。

●各学校の体育館における空調設備を早急に整備
すべきである。

●公共下水道接続率向上のため、工事費助成金額
の見直しをすべきである。

●生活排水による水質汚濁防止のため、合併処理
浄化槽の補助を継続すべきである。

指摘
●公共施設における光熱水費について、決算額
に多額の不用額を生じさせないよう予算見積
されたい。
●物価高騰に伴い、町民活動に直結する補助事
業の補助金額の見直しをされたい。

要望

●産後ケア事業における自己負担額を軽減する
こと。

●クリーンセンター再整備事業における遅延に
ついての検証及び諸課題を早急に解決するこ
と。

意見

本会議での審議結果
主な討論（一般会計）

一般会計…………………賛成少数で不認定
国民健康保険特別会計……全会一致で認定
後期高齢者医療特別会計…賛成多数で認定
介護保険特別会計…………全会一致で認定
下水道事業会計……………全会一致で認定

審議結果審議結果

一般会計………………………賛成少数で不認定
国民健康保険特別会計・介護保険特別会計・
下水道事業会計…………………全会一致で認定
後期高齢者医療特別会計………賛成多数で認定

委員会審査結果委員会審査結果

南郷中学校図書室
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９月３日から10月８日までの
日程で、補正予算、条例改正、
陳情などを審査しました。9月定例会議報告

補正予算

歳 入

債務負担行為

太陽光発電設備設置工事 2859万円

旧葉山はばたき貸付料 169万円

社会福祉協議会補助金返還金 752万円

教員用タブレット購入（町債） 1200万円

歳 出 （令和7～14年度）1300万円
堀内防災広場に町営駐車場を設置するための整備・運営

（令和7～11年度）1億876万円
一般廃棄物収集運搬業務委託（軽車両コース）　

問 防災用空地を、なぜ有料駐車場
にするのか。

答
土地の有効活用だ。町内イベント等
の利用は妨げない。

問 蓄電池の設置は。
答

夜間稼働する施設ではないので、400万
円のコストをかけるのは妥当ではない。

問 子どもたちも入る可能性があり、
車止めにつまずく危険もある。
安全性は。

答
看板の設置等、よく協議する。

問 様式は。
答

ゲート方式で外周に車を停め、
後方に車止めを設置する。

問 利用料無料の30分は長いのでは。
答

職員による調査・観察を基とした。

問 環境省からの交付金等はないのか。
答

対象となる補助メニューがなかった。

問 年間収益は。
答

経費を差引し400万円を見込んでいる。

カーナビを搭載した公用車のＮＨＫ受信料の
支払９台分 36万円

問 リース車両はリース会社の支払では。
答

ＮＨＫと協議し、町の支払となった。

産後ケア委託料 200万円

問 事業者の増は。
答

７年度から１社の新規契約があった。

問 収集忘れ等のトラブル解消は。
答

現在では解消している。

問 3年契約のスケールメリットが
見受けられないが。

答
据え置きになっているので、物価高等
を考慮してスケールメリットとなって
いる。

紙おむつ等の回収ボックス購入 62万円

問 3カ所の設置場所の１つがなぜ、
南郷上ノ山公園なのか。

答
ドッグラン及びインクルーシブ遊具で
の子ども連れなどニーズを満たすとの
判断だ。

問 葉桜で実証実験をし、ニーズが
有りながら、設置場所に入って
いないが、住民へどのように説
明するのか。

答
実験期間が終われば撤収する
ことは理解されている。

問 燃やすごみが週1回になり困って
いる方たちへの対応は。

答
ぜひ相談していただくよう
お知らせしていく。
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　「リスクは議会が監視することで減らすことができ
る」「使用料の現状を続けると国の交付金の重点配分
の対象外になる。近隣市町村と比較すると安いので使
用料の改定はやむを得ない」「福祉施設等の減免につ
いては、弱者にしわ寄せが行かないよう、福祉部門と
しっかり調整することを望む」「様々な物価高騰の中、
なぜこのタイミングでの使用料改定なのか」「パブリッ
クコメントも実施せず賛成できない」との意見があり
ましたが、賛成多数で可決しました。

委員会審査

賛成
●長期契約によるスケールメリットがある。民間事業
者の経営ノウハウにより、事務負担の軽減・事業の
効率化が図れる。
●単なる民営化ではなく、町の責任のもと官民のそれ
ぞれの強みを活かして協働する新たな運営形態なの
で、現実的な選択肢である。
●施設の老朽化対策、収入の減少、一般会計への過度
な依存解消、物価上昇等による経費の増加等の観点
から料金改定はやむを得ない。
●パブリックコメントの実施はかえって町民の不満と
不安を煽り有効な時間の使い方とは思わない。現状
理解のプロセスを踏んで欲しい。
反対
●54％も引き上げる方針は納得がいかない。
●住民の生活に直結する重大な政策変更なので、パブ
リックコメントを通じて広く意見を聞くべき。

本会議討論

賛成
●袴田事件のように冤罪を生む最大の土壌は一刻も早
く解消すべきである。

本会議討論

　ウォーターＰＰＰとは民間の力を借りた公共施設等
運営事業と管理更新一体マネジメント方式の２つの手
法を称したものです。その導入のための提案と下水道
使用料の見直し及び災害その他の非常の場合における
排水設備等の復旧工事の円滑な実施を図るための一部
改正です。公共下水道審議会の答申に基づき激変緩和
措置を取っています。

葉山町公共下水道施設の公共施
設等運営権に係る実施方針に関
する条例

可決

葉山町下水道条例の一部を改正
する条例可決

　「土地所有者の町民への対応が良くない」「雑草の除
去はされており、願意は達成している」との意見があ
りましたが、賛成多数で採択しました。

委員会審査

賛成
●刈り取った雑草処理が不十分とのことなので、事業
者に確認し、適切な指導をすべき。
●事業者の責任として近隣住民に寄り添う姿勢を促す
ため、採択は必須。
反対
●すでに願意は達成されており、議会として町に新た
な措置を求める段階にはない。

本会議討論

下山口開発地の雑草除去に関し
ての陳情書採択

　「一刻も早く改正すべき」「証拠開示と再審開始決定
に対する検察官の不服申し立てに問題があり、えん罪
被害者の速やかな救済を妨げている」との意見でまと
まり、全会一致で採択し、国に対し意見書を提出すべ
きとしました。

委員会審査

「再審法改正を求める意見書」
採択に関する陳情採択

条 例 審 査

＊一括審査としました。

審 査

下山口の開発地

表
決
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　「現行制度で不便を感じている人や、これから結婚
する人の選択肢を広げるためにも、制度の導入は必要」
「旧姓使用の法制化だけでは解決できない問題もある」
との意見でまとまり、全会一致で採択しました。

委員会審査

賛成
●「多様な生き方を認め合う社会をつくっていこう」
という町の意思を国に伝える必要がある。

本会議討論

選択的夫婦別姓制度の法制化を
求める意見書を国に提出するこ
とを求める陳情書

採択

　「陳情をきっかけとして協議すべきである」「すでに
政治倫理条例がある」などの意見がありましたが、賛
成少数により不採択としました。

委員会審査

賛成
●信頼される議会への第一歩である。

反対
●具体的提案がなく、目的が不明確だ。。
●政治倫理条例の他、別の行動規範を設けることは、
議会運営を複雑にする。

本会議討論

葉山町議会議員が町民の信頼を
一層深めるための行動規範に関
する協議開始を求める陳情

不採択

　教育委員会からは「令和８年度からのフリースクー
ル等の利用料に対する補助の準備を進めている」と
の説明を受けました。

　「教育委員会もフリースクール等の必要性を認めて
いる」「経済的負担により不平等が生じないように補
助制度の早期の実現を望む」「陳情の趣旨である補助
制度、居場所と学びの機会について、できることから
進めて欲しい」などの意見でまとまり、全会一致で採
択しました。

委員会審査

不登校児童生徒への葉山町の支
援策に関する陳情書採択

賛成
●公教育には誰一人取り残さず学びの機会を保証する
使命があり、フリースクール等への支援は町の教育
を新しい時代に進める第一歩と捉える。

本会議討論

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

討 論 が あ っ た 陳 情

児童館を居場所に

上山口児童館

下山口児童館

葉桜児童館
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委員長　待寺真司教育民生

令和８年度における『重度障害者医療費助
成制度』の継続についての陳情

 担当課から「令和８年度も事業の継続をして
いく予定」との説明があり、委員からは「困っ
ている人のためにも例年通り採択したい」「最
低でも現状維持」との意見でまとまり、全会一
致で採択しました。令和８年度における透析治療への通院困難

者に対する『通院支援』の継続についての
陳情

●葉山町こども計画の進捗状況
●学校再整備に向けた検討状況の報告

所管事務調査

＊一括審査としました。

◆逗子市との協議
●工期延長に起因して発生した金銭的損害が示
されました。
●生ごみを葉山町に搬入する条件が示され、
10月末までに協議が整わなければ令和8年度
当初予算には計上できないとの連絡がありま
した。

◆はやま環境フェス
 11月29日（土）９時～
12時クリーンセター
及び福祉文化会館で開
催します。クリーンセ
ンターでは葉山エシカ
ル堆肥（葉山町の生ご
み処理施設で作った堆
肥）を配布する予定で
す。

委員長　金崎ひさ

　８月21日、工事が完了したクリーンセン
ターを視察しました。
　請負代金15億8400万円の契約金残額を支払
い８月29日に町に引き渡されました。今後は
工事遅延に関する協議が行われます。
◆共和化工（株）との協議
●設計変更に伴う増額分8455万4800円が示
されましたが、町の査定としては1605万
6760円との回答をしました。まだ、決定に
は至っていません。

クリーンセンター再整備
に関する特別委員会

●葉桜地区で行った紙おむつ等の実証実験から、
課題として拠点回収ボックスの設置場所等の
検討が必要。
●紙おむつ対策は、今後も調査・研究を進める
が、まずは紙おむつ等専用ボックスを３カ所
設置する。
●燃やすごみ収集が週１回になったことによる
状況変化に合わせて、クリーンセンター業務
員によるヒアリングを実施。
●分別収集した生ごみは、３月～７月まで約
386tを民間資源化施設で処理し、処理・運
搬費は約1793万円。７月一部・８月（228ｔ）
からクリーンセンターによる資源化開始。

各取り組みの報告

稼働し始めた生ごみ資源化処理施設

南郷公園に設置された紙おむつ等回収ボックス

皆さまから寄せられた
　請願・陳情の審査等
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委員長　荒井直彦総務建設

 委員から「陳情の趣旨・内容はもっともであ
り、各項目とも大切なことである」との意見で
まとまり、全会一致により採択し、国に意見書
を提出することとしました。

地方財政の充実・強化を求める意見書を国
に提出することを求める陳情書

 委員から「議会が制定するものではないが、
陳情の趣旨は理解できる」との意見でまとま
り、全会一致により趣旨了承としました。

特別職（町長・副町長等）に対する倫理規
定の制定を求める陳情

 委員から「陳情の趣旨は、労働組合や政治活
動の自由を制限するものである」との意見や、
職員の説明から「苦情や相談の実態もない」と
のことから、賛成なしにより不採択としまし
た。

公共施設内での労働組合加入、政党機関紙の
勧誘等に関する調査及び是正を求める陳情

 委員から「職員からの説明で技術的に木の橋
にすることはできないことが分かった」との意
見があり、賛成なしにより不採択としました。

臨御橋の架け替え工事を御用邸にふさわ
しい木の橋にすることの陳情書

●都市計画マスタープランパブリックコメント 
　素案について
●下山口茅木山の造成工事の進捗について

所管事務調査

委員長　山田由美議会広報

　議会ホームページにリーフレット
「フリーレンたちと学ぶ地方議会」を
掲載しました。

主権者教育

先進事例を学びました。研修会で
は、葉山町議会だよりの動画が題材
に取り上げられました。

町村議会広報研修会

委員長　伊東圭介議会運営

　各会派・議員から提案された７項目31点の
改革項目の補足説明を受け、今後の進め方を
協議しました。　

議会改革題材に取り上げられた
葉山町議会の動画

臨御橋

©山田鐘人・アベツカサ/小学館 ©山田鐘人・アベツカサ/小学館

（８月28日渋谷開催）
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第２回定例会　9月定例会議　表決結果

○は賛成　　×は反対　　※議長に表決権はありません。可否同数のときのみ議長が決します。

令和７年度葉山町国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

令和７年度葉山町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

令和７年度葉山町介護保険特別会計補正予算
（第１号）

令和７年度葉山町下水道事業会計補正予算（第１号）

令和６年度葉山町一般会計歳入歳出決算の認定について

令和６年度葉山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について

令和６年度葉山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について

令和６年度葉山町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

令和６年度葉山町下水道事業会計決算の認定について

葉山町公共下水道の公共施設等運営権に係る実施方針に関
する条例

葉山町下水道条例の一部を改正する条例

葉山町真名瀬駐車場条例の一部を改正する条例

葉山町議会議員が町民の信頼を一層深めるための行動規範
に関する協議開始を求める陳情

「再審法改正を求める意見書」採択に関する陳情

選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書を国に提出す
ることを求める陳情書

株式会社ライフを事業者とする下山口1257番地金井宅解
体工事とそれに伴う整地等の工事後、敷地内に繁茂した雑
草の除去に関しての陳情書

不登校児童生徒への葉山町の支援策に関する陳情書

令和７年度葉山町一般会計補正予算（第４号）
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不認定

認定

認定

認定

認定

可決

可決

可決

採択

不採択

採択

採択
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議員氏名(議席順）

議案・決議・陳情等

議案
第33号

議案
第34号

議案
第35号

議案
第36号

議案
第37号

議案
第38号

議案
第39号

議案
第40号

議案
第41号

議案
第42号

議案
第43号

議案
第44号

議案
第48号

陳情
第7-24号

陳情
第7-26号

陳情
第7-28号

陳情
第7-29号

陳情
第7-30号

P7

　－　

－

－

－

P3,6

P3,6

P3,6

P3,6

P3,6

P8

P8

－

P8

P9

P9

P8

P9
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葉山町の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例

葉山町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

葉山町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

令和７年度葉山町一般会計補正予算（第５号）

地方財政の充実・強化を求める意見書

再審法改正を求める意見書

選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書

令和８年度における「重度障害者医療費助成制度」の継続についての陳情

令和８年度における透析治療への通院困難者に対する「通院支援」の継続についての陳情

地方財政の充実・強化を求める意見書を国に提出することを求める陳情書

特別職（町長・副町長等）に対する倫理規定の制定を求める陳情

公共施設内での労働組合加入、政党機関紙の勧誘等に関する調査及び是正を求める陳情

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

採択

採択

採択

趣旨了承

不採択

不採択

－

－

－

P７

P13

P13

P13

P10

P10

P11

P11

P11

P11

議案
第45号
議案
第46号
議案
第47号
議案
第49号
議会議案
第７-13号
議会議案
第７-14号
議会議案
第７-15号
陳情

第7-21号
陳情

第7-22号
陳情

第7-23号

陳情
第7-27号

陳情
第7-25号

陳情
第7-31号

全 会 一 致 の 議 案 等 結果 関連記事

地方財政の充実・強化を求める
意見書

　2026年度政府予算及び地方財政の検討に
あたっては、国に次の事項の実現を求める。

１　一般財源の充実
２　社会保障ニーズに対応できる人材確保の
ための財源措置

３　地方交付税の法定税率の引き上げ、所得
税及び消費税の地方税への税源移譲の推
進

４　減税政策の際の地方財政への影響に対す
る確実な補填

５　「地方創生推進費」の恒久財源化、また行
革努力の成果に応じた算定方法の見直し

６　雇用の安定・処遇改善のための財政措置
７　諸手当の支給水準が国の基準を超える自
治体への特別交付税減額措置の廃止

８　自治体業務システム標準化・共通化に伴う
必要財源の補填及び運用に係る財政支援

９　地域公共交通の維持・拡充のための財源
措置
10　地方交付税の財源保障・調整機能強化
11　自治体が行う事業における労務費の適
切な価格転嫁のために必要な財政支援

再審法改正を求める意見書の提出に
ついて

　えん罪被害者を救済するための制度であ
る「再審」について、検察の証拠開示に係
る明文規定が存在しないこと、再審開始決
定に対する検察官の不服申立てによりいた
ずらに審理が長引くことが問題となってい
た。よって、被害者を早く確実に救済する
ために、再審請求手続における証拠開示の
制度化及び再審開始決定に対する検察官の
不服申立ての禁止を含む再審法の速やかな
改正を強く求める。

　現行法では、どちらかが改姓しないと婚
姻は成立しないが、現代では、改姓による
キャリアへの影響が大きく、国際的な場面
での不便も生じている。
　選択的夫婦別姓制度は、こうした問題を
解決し、「自分の名前で生きたい」という個
人の人権を尊重できる社会の実現につなが
る。よって、国会及び政府に対して、選択
的夫婦別姓制度の国会審議を推進し、法制
化を強く求め、関連する法整備を求める。

選択的夫婦別姓制度の法制化を求める
意見書

御用邸の臨御橋の架け替え工事を鉄の橋にするのではなく、葉山町の御用邸にふさわしい木の橋による
素晴らしい臨御橋にすることの陳情書

※誌面の都合上、要約しています。



問
　
プ
ラ
ご
み
は
分
別
を
し
て
８
万
円
／
ト
ン
で
焼

却
処
分
し
て
い
る
。
燃
や
す
ご
み
の
処
理
費
は
５
万

８
千
円
／
ト
ン
。
無
駄
な
分
別
で
は
な
い
か
。

環
境
部
長
　
将
来
は
資
源
化
を
目
指
し
て
い
る
。

問
　
逗
子
市
の
生
ご
み
搬
入
に
つ
い
て
条
件
が
出
さ

れ
た
と
の
こ
と
だ
が
。

環
境
部
長
　
資
本
費
の
決
定
と
搬
入
量
の
平
準
化
の

撤
廃
、
そ
し
て
、
逗
子
市
が
被
っ
た
損
害
の
整
理
だ
。

　
　

問
　
葉
山
町
こ
ど
も
計
画
に
「
長
柄
地
区
に
子
育
て

支
援
拠
点
の
確
保
を
目
指
す
」
と
あ
る
。
協
働
の
申

し
出
が
あ
る
が
、
計
画
実
現
に
向
け
て
の
行
動
は
。

町
長
　
事
業
の
実
施
に
は
、
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
だ
。

問
　
小
中
一
貫
校
が
１
年
延
び
た
理
由
は
、
堀
内
会

館
の
建
替
計
画
と
の
予
算
措
置
の
関
係
な
の
か
。

14

皆さんはどのテーマに関心がありますか？

一般質問は、答弁を含め、1人あたりの持ち時間は60分です。
掲載している内容は、質問者の原稿を基に広報常任委員会が編集校正したものです。
会議録は、議会ホームページのほか、議会事務局、図書館でもご覧いただけます。

町政を問う 　各議員の枠内右下にある
QRコードを読み取ると議
会本会議での一般質問の動
画を見ることができます。
また、過去に遡った質問動
画もご覧いただけます。

金
崎
ひ
さ

星
加
代
子

環
境
部
長

資
源
化
を
目
指
し
て
い
る

子
　
育
　
て
　
支
　
援

楽
　
校

問
　
教
職
員
に
よ
る
不
祥
事
を
受
け
、
生
徒
・
児
童

の
安
全
と
信
頼
回
復
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長
　
全
職
員
の
倫
理
確
認
を
行
い
、
専
門
業
者

に
よ
る
カ
メ
ラ
点
検
を
実
施
し
た
。
再
発
防
止
の
た

め
研
修
を
強
化
す
る
。

問
　
子
ど
も
が
「
嫌
」
と
言
え
る
教
育
を
。

教
育
長
　
同
意
・
不
同
意
の
考
え
方
を
教
え
る
研
修

を
導
入
し
、
子
ど
も
の
心
を
守
る
。

　
　

問
　
一
色
海
岸
に
続
き
森
戸
海
岸
に
も
マ
ッ
ト
が
敷

か
れ
、
車
い
す
の
方
や
高
齢
者
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

今
後
の
拡
充
と
駐
輪
対
策
は
。

町
長
　
海
水
浴
場
組
合
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ビ
ー
チ
の
推
進
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　
　

問

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と
の
災
害
協
定
や
、
防
災
を
楽

教
育
長
　
　
　

全
職
員
の
倫
理
確
認
に
加
え

　
研
修
を
強
化
す
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ビ
ー
チ
の
拡
充

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
な
防
災
対
策

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
議

表
決
結
果
・
意
見
書

一
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質
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各
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決
算
審
査

ひ
さ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

分
別
は
無
駄
で
は

生
徒
・
児
童
の
安
全
と

信
頼
回
復
の
た
め
の
取
り
組
み
は

町
長

36
億
円
の
基
金
で
会
館
等
の
整
備
は
や
り
く

り
で
き
る
。
学
校
は
196
億
円
だ
。
更
に
議
論
を
す
る

時
間
を
持
と
う
と
、
１
年
延
期
を
お
願
い
し
た
。

問
　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
、
施
設
分
離
型
小
中
一
貫

校
で
も
で
き
る
こ
と
を
、
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

教
育
部
長
　
変
化
し
て
い
る
手
応
え
は
感
じ
る
。

問
　
茅
木
山
の
樹
木
の
伐
採
行
為
が
目
に
余
る
が
。

都
市
経
済
部
長
　
管
理
行
為
と
の
確
認
を
し
た
。

問
　
取
り
付
け
道
路
幅
の
問
題
や
、
開
発
地
で
水
路

を
勝
手
に
撤
去
し
、
垂
れ
流
し
状
態
で
水
溜
ま
り
に

な
っ
て
い
る
状
態
な
ど
を
ど
う
考
え
る
か
。

都
市
経
済
部
長
　
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
運
用
等
を
内

部
で
議
論
し
て
い
る
。

問
　
昨
今
の
津
波
警
報
や
線
状
降
水
帯
発
生
で
、
町

と
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
。

総
務
部
長
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
周
知
の
必
要
性
だ
。
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住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

防
　
災

し
く
学
べ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
協
定
締
結
に
向
け
て
調
整
中
で
あ
る
。

問
　
ペ
ッ
ト
連
れ
避
難
訓
練
や
専
用
避
難
所
の
整
備

を
求
め
る
声
が
多
い
が
。

総
務
部
長
　
同
行
避
難
を
基
本
に
、
周
知
と
体
験
の

機
会
を
増
や
せ
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

問
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
接
種
に
対
し
て
も
、

助
成
拡
大
を
求
め
る
。

福
祉
部
長
　
国
の
定
期
接
種
制
度
に
基
づ
き
実
施
し

て
い
る
。
近
隣
自
治
体
の
動
向
を
踏
ま
え
、
検
討
を

続
け
る
。

問
　
健
康
増
進
施
設
利
用
券
の
追
加
交
付
を
。

福
祉
部
長
　
利
用
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。
町

民
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
貯
金
運
動
な
ど
身
近
な

運
動
習
慣
づ
く
り
も
お
願
い
し
た
い
。

問
　
南
郷
上
ノ
山
公
園
の
開
園
時
間
の
延
長
を
。

教
育
長
　
駐
車
場
運
営
等
を
含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

健
康
・
未
病
対
策

南郷上ノ山公園で開催された葉山マラソン
（葉山町教育委員会のFacebookより）

分別したのに焼却処分

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
議

表
決
結
果
・
意
見
書

一
般
質
問

各
報
告

決
算
審
査
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プ
ラ
ご
み
分
別

生
徒・児
童
の
安
全
対
策

人
口
減
少
と
町
政
運
営

災
害
時
の
避
難
誘
導

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

無
電
柱
化
の
取
り
組
み

南
郷
交
差
点
の
改
良

８
年
度
予
算
編
成
方
針

開
発
問
題

町
民
参
加
条
例

リ
ユ
ー
ス
制
度



一
般
質
問
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「
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
者
支
援

事
業
」の
進
捗
度
は

問
　
災
害
時
個
別
避
難
計
画
の
取
組
、
作
成
が
進
む

中
、
津
波
警
報
が
発
令
し
た
が
、
避
難
誘
導
連
絡
は
。

総
務
部
長
　
町
が
連
絡
す
る
計
画
で
は
な
く
、
行
っ

て
い
な
い
。
事
後
の
検
証
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。

問

個
別
計
画
作
成
の
難
し
さ
は
感
じ
る
。
自
治
会・

町
内
会
等
、
身
近
な
方
の
連
携
強
化
で
対
応
は
。

総
務
部
長
　
個
別
計
画
は
ケ
ア
マ
ネ
や
民
生
委
員
等

の
多
角
的
視
点
の
中
で
策
定
さ
れ
る
。
身
近
な
連
携

と
し
て
は
自
主
避
難
所
の
案
内
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　
　

問
　
学
校
再
整
備
計
画
の
令
和
８
年
設
計
着
手
を
１

年
延
期
し
た
が
、
理
由
は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
あ
り
き
か
。

町
長
　
お
金
を
か
け
て
も
や
る
べ
き
と
い
う
気
持
ち

に
な
る
た
め
、
町
民
と
共
に
確
認
し
合
い
進
み
た
い
。

問
　
浄
水
器
使
用
の
家
庭
も
増
え
、
エ
シ
カ
ル
給
食

の
取
組
で
調
理
用
水
道
に
浄
水
器
等
の
設
置
検
討
を
。

窪
田
美
樹

石
岡
実
成

中
村
和
雄

総
務
部
長

行
っ
て
い
な
い
。
事
後
の
検
証
の

　
必
要
性
は
感
じ
て
い
る

教
育
環
境
の
充
実

問
　
日
本
経
済
の
凋
落
と
大
赤
字
の
国
家
財
政
の
中

で
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
る
が
、
町
政
運
営
は
。
　

政
策
財
政
部
長
　
国
・
県
の
財
政
状
況
を
し
っ
か
り

注
視
し
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
地
方
交
付
税
や
国
庫
補
助
金
の
確
保
に
つ
い
て
、

ど
う
見
通
し
て
い
る
か
。

政
策
財
政
部
長
　
堅
調
に
推
移
す
る
と
見
込
ん
で
い

る
が
、
地
方
交
付
税
の
配
分
率
の
引
き
上
げ
を
求
め

て
い
く
。
高
齢
者
や
子
ど
も
関
係
の
社
会
保
障
費
の

増
に
対
応
で
き
る
よ
う
確
保
に
努
め
た
い
。

問
　
攻
め
の
対
策
も
重
要
と
考
え
る
。
以
前
「
教
育

都
市
宣
言
を
し
て
は
ど
う
か
」
と
質
問
し
た
が
、
さ

ら
に
広
げ
て
「
安
心
し
て
働
き
、
子
育
て
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
打
ち
出
し
て
は
。

町
長
　
教
育
を
と
い
う
指
摘
に
共
感
し
、
小
中
一
貫

校
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
葉
山
は
治
安
の
良
い
町

政
策
財
政
部
長

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

　
行
っ
て
い
く

問
　「
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
者
支
援
制
度
」
の
進

捗
度
は
。
ま
た
、金
額
設
定
も
保
護
者
の
負
担
を
し
っ

か
り
考
慮
し
た
上
で
決
め
て
ほ
し
い
が
。

教
育
部
長
　
ス
キ
ー
ム
部
分
で
は
、
県
の
補
助
要
綱

に
合
わ
せ
て
進
め
て
い
る
。
金
額
に
関
し
て
は
、
継

続
的
事
業
に
す
る
た
め
に
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

問
　
各
学
校
の
リ
ソ
ー
ス
ル
ー
ム
に
関
し
て
、
良
く

言
え
ば
上
手
く
回
っ
て
い
る
、
悪
く
言
え
ば
行
き
来

す
る
数
が
増
え
、
授
業
の
進
捗
や
ス
ペ
ー
ス
的
な
不

足
な
ど
も
含
め
悩
ま
し
く
な
る
の
で
は
。

教
育
部
長
　
確
か
に
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
利
用
し

て
い
る
状
況
が
多
い
と
見
て
い
る
が
、
そ
こ
は
教
員

の
手
腕
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

問
　
児
童
館
を
「
子
ど
も
の
居
場
所
」
と
し
て
整
備

す
る
こ
と
を
具
体
的
に
進
め
て
み
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長
　
　
　

　
県
の
補
助
要
綱
に
合
わ
せ
て

　
進
め
て
い
く

児
童
館
の
有
効
利
活
用

人
口
減
少
に
備
え
た
町
政
運
営
を

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
議

表
決
結
果
・
意
見
書

各
報
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決
算
審
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津
波
警
報
発
令
時
、避
難
誘
導

連
絡
は

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
議

表
決
結
果
・
意
見
書
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告
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算
審
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産
前
、
産
後
の
子
育
て
支
援
策
の
充
実

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
費
助
成

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

で
あ
り
「
夕
方
ま
で
も
子
ど
も
が
遊
べ
る
ま
ち
」
を

掲
げ
て
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
ま
ち
づ
く
り
や
子
ど

も
が
安
全
に
遊
べ
る
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
使
っ
て
発
信
し
て
い
き
た
い
。

問
　
専
任
で
な
く
て
い
い
か
ら
、
人
口
減
少
対
策
の

担
当
者
を
置
い
て
準
備
を
始
め
て
は
。

都
市
経
済
部
長
　
人
口
減
少
、
職
員
の
減
少
に
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
。
都
市
経
済
部
と
環
境
部
の
横
断

的
イ
ン
フ
ラ
管
理
の
検
討
会
を
設
置
し
た
。

　
　
　

問
　
こ
れ
か
ら
人
口
減
少
と
い
う
未
経
験
の
時
代
に

入
っ
て
い
く
。
職
員
に
存
分
に
力
を
発
揮
し
て
欲
し

い
。
町
長
が
心
掛
け
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
。

町
長
　
町
民
を
主
役
に
、
職
員
は
縁
の
下
の
力
持
ち

で
あ
り
、
そ
の
一
番
下
に
い
る
の
が
自
分
と
考
え
て

い
る
。
政
治
家
と
し
て
た
く
さ
ん
の
質
問
を
ス
ト
ッ

ク
し
、
こ
れ
ら
を
町
政
に
ど
う
反
映
で
き
る
か
。
私

の
役
割
と
考
え
て
い
る
。

首
長
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

福
祉
部
長
　
た
だ
の
居
場
所
と
い
う
よ
り
も
、
学
び

と
う
ま
く
連
動
し
た
も
の
に
取
り
組
め
る
可
能
性
は

十
分
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
そ
の
際
、
出
席
扱
い
な
ど
含
め
、
教
育
委
員
会

と
の
連
携
が
マ
ス
ト
だ
と
思
う
が
。

教
育
部
長
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
も
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

ス
ク
ー
ル
も
、
や
は
り
学
校
と
い
う
枠
組
み
な
の
で
、

柔
軟
に
対
応
す
る
に
し
て
も
、
一
方
で
冷
静
な
ス

キ
ー
ム
の
構
築
も
必
要
だ
と
考
え
る
。

　
　
　
　

問
　
計
画
を
１
年
先
送
り
し
た
中
で
は
、
実
り
あ
る

充
実
し
た
１
年
に
、
ま
た
、
町
民
と
の
対
話
も
含
め

本
音
で
生
々
し
い
協
議
を
進
め
て
ほ
し
い
が
。

町
長
　
当
然
そ
の
つ
も
り
で
、
よ
り
慎
重
な
議
論
と

丁
寧
な
計
画
に
す
る
よ
う
に
教
育
部
局
に
も
お
願
い

し
、
受
け
入
れ
て
も
ら
え
た
と
判
断
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
　
電
動
階
段
昇
降
機
の
整
備
、
防
災
・

減
災
力
の
強
化
と
周
知
方
法

南郷上ノ山公園の
インクルーシブ遊具

葉山にも手話の花を咲かせよう

自作のプレゼン資料

学
校
再
整
備
の
進
め
方
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教
育
部
長
　
給
食
施
設
整
備
検
討
時
、
浄
水
器
使
用

例
は
聞
い
て
い
な
い
。
水
道
水
使
用
を
継
続
し
た
い
。

　
　
　

問
　
妊
娠
中
、
体
調
不
良
等
で
家
事
が
で
き
な
い
方

も
い
る
。
町
が
必
要
と
認
め
る
妊
婦
の
み
利
用
で
き

る
家
事
援
助
制
度
と
連
携
し
全
妊
婦
対
象
と
し
て
は
。

福
祉
部
長
　
先
進
事
例
の
枠
組
み
等
を
研
究
し
た
い
。

　
　

問
　
国
交
付
金
活
用
で
取
り
組
む
自
治
体
が
あ
る
が
。

福
祉
部
長
　
県
の
８
年
度
に
向
け
た
補
助
検
討
の
要

件
を
ク
リ
ア
す
べ
く
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

問
　
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
向
け
周
知
の
状
況
は
。

町
長
　
現
状
把
握
の
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

問
　
手
話
言
語
条
例
制
定
に
向
け
、
当
事
者
団
体
が

理
念
条
例
と
な
ら
な
い
よ
う
案
を
練
っ
て
い
る
が
。

福
祉
部
長
　
条
例
に
何
を
盛
り
込
む
の
か
。
県
条
例

見
直
し
も
把
握
し
、
町
に
必
要
か
も
検
討
し
た
い
。



問
　
南
郷
交
差
点
の
改
良
及
び
全
体
整
備
の
考
え
は
。

町
長
　
神
奈
川
県
に
情
報
共
有
を
図
り
、
要
望
と
し

て
伝
え
て
い
る
。

問
　
神
奈
川
県
の
意
向
は
。

町
長
　
河
川
や
歩
道
橋
な
ど
の
物
理
的
な
制
約
に
よ

り
県
が
難
色
を
示
し
て
い
る
。
現
在
の
混
雑
は
、
南

郷
ト
ン
ネ
ル
北
側
区
間
の
開
通
に
よ
り
今
後
解
消
さ

れ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
町
と
し
て
構
想
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
町
で
構
想
を
策
定
し
て
も
可
能
性
は
極
め
て

低
い
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
混
雑
解
消
に
向
け
た

対
応
策
の
模
索
を
進
め
た
い
。

問
　
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
裏
か
ら
南
郷
ト
ン
ネ
ル
逗

葉
新
道
側
出
口
付
近
の
バ
ス
停
横
に
出
口
を
開
け
た

ら
ど
う
か
。

都
市
経
済
部
長
　
現
場
の
状
況
を
整
理
し
て
、
可
能

18

令
和
８
年
度
当
初
予
算
編
成

方
針
の
変
更
点
は

南
郷
交
差
点
の
改
良
及
び

全
体
の
整
備
の
考
え
は

無
電
柱
化
実
現
に
向
け
た

現
在
と
今
後
の
取
り
組
み
は

荒
井
直
彦

待
寺
真
司

笹
本
貢
史

町
長混

雑
解
消
に
向
け
た
対
策
の

　
模
索
を
進
め
た
い
　

問
　
無
電
柱
化
実
現
に
向
け
た
現
在
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

都
市
経
済
部
長
　
県
と
調
整
し
、
令
和
8
年
度
の
県

の
改
訂
に
合
わ
せ
、
策
定
し
た
い
。

問

町
長
か
ら
「
令
和
７
年
12
月
ま
で
に
県
の
計
画

に
の
せ
た
い
」
と
の
答
弁
を
受
け
た
が
。

都
市
経
済
部
長

12
月
の
協
議
会
に
採
択
さ
れ
る
と
、

国
の
交
付
金
を
活
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

問
　
工
費
と
区
間
、
条
例
制
定
は
。

都
市
経
済
部
長
　
一
般
的
に
は
１
ｍ
あ
た
り
50
万
円

で
、
交
付
金
は
55
％
だ
。
国
道
、
県
道
分
そ
れ
ぞ
れ

約
200
ｍ
。
他
自
治
体
の
制
定
の
例
は
承
知
し
て
い
る

が
、
ま
ず
無
電
柱
化
に
注
力
し
た
い
。

　
　
　

問
　
横
断
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て
う
か
が
う
。

政
策
財
政
部
長
　
町
は
警
察
本
部
に
要
望
。
警
察
が

都
市
経
済
部
長

県
と
調
整
し
、令
和
８
年
度
の
県
の

　
改
定
に
合
わ
せ
、策
定
し
た
い

長
柄
付
近
の
交
通
安
全
問
題

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
議

表
決
結
果
・
意
見
書

一
般
質
問

各
報
告

決
算
審
査
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町
長
　
　
　

不
用
額
削
減
の
た
め
予
算
積
算
の

　
精
緻
化
に
取
り
組
む

問
　
令
和
８
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針
に
関
し
、
７

年
度
と
の
変
更
点
や
光
熱
水
費
積
算
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
　
生
成
Ａ
Ｉ
等
の
業
務
支
援
ツ
ー
ル
利
活
用
及

び
導
入
を
図
る
。
光
熱
水
費
を
は
じ
め
と
し
て
、
不

用
額
削
減
の
た
め
予
算
積
算
の
精
緻
化
に
取
り
組
む
。

政
策
財
政
部
長
　
２
年
続
け
て
多
額
の
不
用
額
が
発

生
し
た
光
熱
水
費
は
予
算
編
成
方
針
に
明
記
し
た
。

各
施
設
の
使
用
状
況
を
踏
ま
え
、
不
用
額
に
つ
い
て

は
２
月
補
正
で
基
金
に
積
み
増
す
。

　
　
　

問
　
風
水
害
時
宿
泊
費
助
成
制
度
で
、
上
限
補
助
額

の
増
額
及
び
補
助
対
象
者
の
拡
充
を
強
く
求
め
る
が
。

総
務
部
長
　
安
全
に
関
す
る
補
助
事
業
は
日
々
考
え

直
す
べ
き
と
の
認
識
だ
。
対
象
者
拡
充
も
検
討
す
る
。

問
　
危
険
木
伐
採
や
崖
地
の
防
災
事
業
な
ど
は
、
隣

接
す
る
横
須
賀
市
や
逗
子
市
と
足
並
み
を
揃
え
て
は
。

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

性
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。

　
　
　
　

問
　
令
和
７
年
９
月
１
日
施
行
で
「
鳥
獣
の
保
護
及

び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
が

改
正
さ
れ
た
が
、
町
に
は
影
響
が
あ
る
の
か
。

環
境
部
長
　
従
来
は
、
警
察
官
職
務
執
行
法
や
刑
法

な
ど
に
よ
り
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
迅
速
な
対

応
が
課
題
だ
っ
た
が
、
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
一
定
の
条
件
の
も
と
で
町
長
が
イ
ノ
シ
シ
の
銃

猟
を
捕
獲
者
に
委
託
し
て
実
施
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
。

　
　
　

問
　
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

都
市
経
済
部
長
　
令
和
７
年
６
月
に
策
定
を
し
て
い

る
。
交
付
金
の
有
効
活
用
を
念
頭
に
施
設
の
更
新
等

も
検
討
し
て
い
く
。

19

検
証
を
し
た
結
果
、
現
状
は
安
全
に
横
断
で
き
る
と

の
判
断
だ
。
状
況
が
変
化
す
れ
ば
再
検
討
す
る
。

　
　
　

問
　
通
勤
通
学
時
間
帯
に
も
運
行
を
。

政
策
財
政
部
長
　
空
い
て
い
る
時
間
帯
の
代
わ
り
に
、

運
行
時
間
を
前
後
さ
せ
る
旨
、
検
討
中
だ
。

　
　
　
　
　

問
　
葉
山
町
孤
独
・
孤
立
対
策
計
画
等
策
定
予
定
は
。

福
祉
部
長
　
関
連
法
令
施
行
時
「
自
治
体
に
過
度
の

負
担
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
求
め
な
い
」

と
す
る
国
の
通
知
が
あ
る
。
町
は
福
祉
プ
ラ
ン
等
の

中
で
重
点
的
に
取
り
組
む
考
え
だ
。

　
　
　

問
　
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
＊
の
公
的
補
助
に
つ
い
て
う
か
が
う
。

環
境
部
長
　
令
和
４
年
度
か
ら
動
物
愛
護
団
体
の
方

に
補
助
し
て
い
る
。
有
益
で
あ
り
継
続
し
た
い
。
　

＊
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
減
ら
す
た
め
の
活
動

は
や
ま
る
タ
ク
シ
ー

孤
独
・
孤
立
対
策

動
物
の
保
護
（
ペ
ッ
ト
で
な
い
動
物
）

未実施学校のトイレ改修は早急に

南
郷
上
ノ
山
公
園
の
整
備

イ
ノ
シ
シ
対
策

無電柱化

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
議

表
決
結
果
・
意
見
書

一
般
質
問

各
報
告

決
算
審
査

議会だより 第162号 令和7年11月26日発行 

南郷トンネル横の状況①

南郷トンネル横の状況②

総
務
部
長
　
横
須
賀
市
の
事
例
な
ど
県
内
の
状
況
を

調
査
す
る
。
相
談
事
業
に
も
目
を
向
け
て
検
討
す
る
。

問
　
産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
を
評
価
す
る
が
、
自
己

負
担
額
が
な
い
自
治
体
も
あ
る
。
さ
ら
な
る
拡
充
を
。

町
長
　
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
る
事
で
進
め
て
き

た
。
単
価
面
は
あ
る
が
今
の
方
向
で
実
施
し
て
い
く
。

問
　
食
事
代
の
実
費
だ
け
受
益
者
負
担
を
求
め
て
は
。

福
祉
部
長
　
そ
の
よ
う
な
契
約
が
可
能
か
研
究
す
る
。

　
　

問
　
高
校
生
奨
学
事
業
の
給
付
金
の
増
額
と
、
９
月

と
翌
年
３
月
の
支
給
時
期
の
制
度
改
正
を
求
め
る
が
。

教
育
長
　
支
給
額
は
国
や
県
、
近
隣
自
治
体
の
状
況

を
参
考
に
慎
重
に
対
応
す
る
。
給
付
時
期
は
県
の
給

付
制
度
を
参
考
に
前
倒
し
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問
　
新
設
予
定
の
小
中
一
貫
義
務
教
育
学
校
の
開
校

ま
で
最
低
で
も
７
年
だ
。
ト
イ
レ
の
改
修
整
備
を
。

教
育
部
長
　
ト
イ
レ
に
は
問
題
意
識
を
強
く
持
っ
て

お
り
、
未
実
施
学
校
の
整
備
の
必
要
性
を
検
討
す
る
。

教
育
環
境
の
整
備



問
　
粗
大
ご
み
処
理
費
に
多
額
の
財
政
負
担
が
あ
る
。

品
川
区
や
横
須
賀
市
の
よ
う
な
リ
ユ
ー
ス
制
度
の
導

入
で
、
町
民
・
町
両
方
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
の
で

は
。

環
境
部
長
　
方
向
性
は
同
意
見
。
他
自
治
体
の
事
例

を
参
考
に
、
町
と
し
て
何
が
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

問
　
プ
ラ
ご
み
は
、
分
別
し
て
も
焼
却
さ
れ
て
い
る
。

費
用
対
効
果
が
低
く
、
実
効
性
に
欠
け
る
運
用
で
は
。

町
長
　
分
別
変
更
は
全
町
民
に
影
響
す
る
も
の
だ
。

現
体
制
を
維
持
し
つ
つ
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
た
い
。

問
　
紙
お
む
つ
回
収
ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
た
が
、

移
動
困
難
世
帯
で
は
利
用
で
き
な
い
と
声
が
あ
る
が
。

環
境
部
長
　
ふ
れ
あ
い
収
集
拡
充
の
検
討
な
ど
、
今

後
福
祉
課
と
連
携
し
恒
久
的
な
仕
組
み
を
整
え
た
い
。

　
　
　

問
　
不
登
校
が
過
去
最
多
と
な
っ
た
。
多
様
な
学
び

20

撤
去
さ
れ
た
U
字
溝
の

復
活
は

問
　
公
共
下
水
道
使
用
料
の
154
％
値
上
げ
等
の
議
案

に
対
し
て
、
住
民
の
生
活
に
直
結
す
る
重
大
な
政
策

変
更
で
あ
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
、

広
く
町
民
の
意
見
を
聞
く
べ
き
事
項
で
あ
っ
た
。
逗

子
市
で
は
40
％
の
値
上
げ
で
、
パ
ブ
コ
メ
を
８
月
に

実
施
し
て
い
る
。
逗
子
と
葉
山
で
何
が
違
う
の
か
。

環
境
部
長
　
下
水
道
審
議
会
で
町
民
の
意
見
も
一
定

吸
い
上
げ
て
い
る
と
考
え
た
。

問
　
町
民
参
加
条
例
制
定
の
考
え
は
。

町
長
　
改
め
て
条
例
化
す
る
よ
り
、
事
あ
る
ご
と
に

意
見
を
聞
く
と
い
う
の
を
続
け
た
い
。

問
　
前
回
の
一
般
質
問
で
町
長
は
「
ま
ち
づ
く
り
条

例
は
規
制
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」
と
答
弁
を
し
た
。

規
制
し
た
い
希
望
が
あ
る
な
ら
、
条
例
を
根
拠
に
、

住
民
と
と
も
に
止
め
る
、
方
策
を
探
る
、
そ
れ
で
な

け
れ
ば
物
事
は
進
歩
し
な
い
と
思
う
が
。

近
藤
昇
一

三
浦
大
輝

山
田
由
美

町
長条

例
化
す
る
よ
り
事
あ
る
ご
と
に

　
意
見
を
聞
く

問
　
一
色
平
松
の
開
発
で
、
個
人
宅
の
下
に
あ
っ
た

U
字
溝
が
撤
去
さ
れ
て
い
る
が
、
排
水
の
た
め
に
復

活
し
な
い
の
か
。
住
民
は
崖
崩
れ
を
心
配
し
て
い
る
。

都
市
経
済
部
長
　
早
急
に
復
旧
す
る
よ
う
、
事
業
者

に
指
導
し
た
い
。

問
　
下
山
口
茅
木
山
の
開
発
で
、
山
に
向
か
っ
て
右

側
の
土
地
で
樹
木
が
相
当
数
失
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
も
管
理
行
為
だ
と
い
う
認
識
か
。

都
市
経
済
部
長
　
特
に
相
談
な
く
伐
採
・
抜
根
さ
れ

て
い
る
の
で
、
風
致
地
区
条
例
に
基
づ
い
て
事
業
者

に
報
告
書
を
求
め
て
い
る
。
県
と
も
話
し
て
い
る
。

問
　
堀
内
三
家
橋
で
は
大
雨
で
川
が
溢
れ
た
が
、
マ

ン
シ
ョ
ン
計
画
で
は
地
下
駐
車
場
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
町
は
事
業
者
に
対
し
、
浸
水
の
危
険
性
の
注
意

喚
起
を
し
て
い
る
か
。

都
市
経
済
部
長
　
状
況
は
伝
え
て
あ
る
。
事
業
者
は

都
市
経
済
部
長

事
業
者
に
指
導
し
た
い

環
境
部
長
　
　
　

方
向
性
は
同
意
見
だ

町
民
参
加
条
例
制
定
を

粗
大
ご
み
リ
ユ
ー
ス
制
度
を

導
入
し
て
は

学
校
教
育
の
あ
り
方
と
学
校
整
備

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
議

表
決
結
果
・
意
見
書

一
般
質
問

決
算
審
査
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各
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ー
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議
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・
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書
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問

各
報
告
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算
審
査

が
広
が
る
中
で
、
公
教
育
が
学
び
の
基
盤
と
し
て
の

仕
組
み
を
維
持
す
る
と
同
時
に
、
時
代
に
あ
わ
せ
て
、

そ
の
役
割
を
再
設
計
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
公
教
育
の
責
任
を
ど
う
捉
え
る
か
。

教
育
長
　
新
し
い
指
導
要
領
で
も
、
議
論
さ
れ
る
論

点
だ
。
知
識
・
技
能
を
土
台
に
、
子
ど
も
を
「
学
び

か
ら
切
ら
せ
な
い
」
全
て
の
子
ど
も
に
基
礎
的
学
力

と
社
会
性
を
保
障
す
る
仕
組
み
を
維
持
し
、
包
摂
的

な
教
育
を
進
め
た
い
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
と
の
役

割
分
担
も
進
め
る
時
期
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

問

200
億
円
規
模
の
学
校
再
整
備
事
業
だ
。
町
全
体

の
将
来
価
値
に
結
び
つ
け
る
視
点
を
持
ち
、
単
な
る

建
て
替
え
で
な
く
、
地
域
福
祉
や
防
災
、
世
代
や
立

場
を
超
え
人
々
が
交
わ
る
地
域
の
学
び
の
拠
点
に
な

る
よ
う
部
課
を
超
え
横
断
的
議
論
を
す
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
　
職
員
全
て
が
自
分
事
と
し
て
、
こ
の

テ
ー
マ
や
人
口
減
少
社
会
と
い
っ
た
難
局
を
乗
り
越

え
る
覚
悟
だ
。
役
場
の
力
を
結
集
し
て
臨
み
た
い
。
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茅木山右側の様子

茅木山の開発予定地

町
長
　
前
回
の
答
弁
で
不
適
切
な
表
現
が
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、
お
詫
び
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

思
い
で
聞
い
た
。

問
　「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
改
正
の
時
期
は
。

都
市
経
済
部
長
　
規
則
の
改
正
を
議
会
と
も
相
談
し

な
が
ら
進
め
た
い
。
時
期
は
未
定
だ
。

　
　
　

問
　
下
山
口
茅
木
山
で
風
致
地
区
条
例
を
無
視
し
た

樹
木
の
伐
採
が
進
ん
で
い
る
が
町
の
対
応
は
。

都
市
経
済
部
長
　
一
部
で
相
談
も
な
し
に
進
め
ら
れ

て
い
る
。
事
業
者
に
報
告
を
求
め
て
い
る
。

問
　
一
色
平
松
の
開
発
地
に
隣
接
す
る
町
有
地
か
ら

地
下
水
が
流
れ
出
て
い
る
。
こ
の
場
所
は
か
つ
て
河

川
に
な
っ
て
い
た
場
所
で
、
そ
の
開
発
に
伴
っ
て
暗

渠
に
な
っ
て
い
る
。
事
業
者
に
よ
る
水
脈
な
ど
の
調

査
が
不
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
町
の
対
応
は
。

環
境
部
長
　
今
の
状
態
を
注
視
し
、
さ
ら
な
る
措
置

が
必
要
で
あ
れ
ば
、
対
応
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

止
水
板
を
設
置
す
る
予
定
だ
。

     問
　
終
活
情
報
の
登
録
制
度
の
研
究
は
。
横
須
賀
市
、

鎌
倉
市
、
逗
子
市
で
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。

福
祉
部
長
　
ま
ず
は
セ
ミ
ナ
ー
で
、
終
活
の
必
要
性

を
広
め
た
い
。

問

6
月
の
終
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
反
応
は
。

福
祉
部
長

62
人
が
参
加
し
、
好
評
だ
っ
た
。

問
　
遺
贈
寄
附
に
つ
い
て
の
周
知
は
。

政
策
財
政
部
長
　
事
例
を
研
究
中
だ
。

     問
　
大
規
模
地
震
の
場
合
、
数
千
人
規
模
で
高
台
に

避
難
者
が
滞
留
す
る
想
定
は
。
7
月
の
カ
ム
チ
ャ
ツ

カ
半
島
地
震
で
、
葉
桜
住
宅
に
逗
子
側
か
ら
避
難
者

が
あ
っ
た
。
高
台
の
住
民
に
も
、
低
地
か
ら
の
避
難

者
を
支
援
す
る
心
構
え
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

総
務
部
長
　
色
々
盛
り
込
ん
で
対
策
を
作
り
た
い
。

開
発
問
題

終
　
活

津
波
被
害

議会だより 第162号 令和7年11月26日発行 

山肌が露出された風致地区内の土地

先進的なリユースの取り組みをする
横須賀市の事例（横須賀市HPより）



22

「
町
民
と
の
会
議
」の
申
し
込
み
方

　
議
会
で
は「
議
会
報
告
会
」の
ほ
か
、
町
民
の
方
団
体
の
方
々
と
の
懇
談
の

場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

過去の
意見交換会

T
E
L
．0
4
6

－

8
7
6

－
1
1
1
1
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次
の
テ
ー
マ
で
実
施
し
ま
し
た
。

詳
細
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

7
月
16
日

友
好
都
市
那
須
町

●
手
話
言
語
条
例

●
議
会
報
告
会

9
月
26
日

　
葉
山
町
議
会
業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

に
基
づ
き
、
参
集
訓
練
を
実
施
し
、
葉
山

町
消
防
署
に
お
い
て
普
通
救
命
講
習
を
受

講
し
ま
し
た
。

９
月
30
日

　
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
、
町
か
ら
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

堀
内
会
館
再
整
備

築
59
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
建
て
替
え
を
検
討
し

て
い
る
。
将
来
的
な
都
市
計
画
道
路
整
備

を
見
据
え
、
堀
内
児
童
遊
園
と
一
体
化
し

て
整
備
す
る
。

救
急
業
務
の
状
況
及
び
消
防
署
職
員
定
数

の
見
直
し

　
救
急
需
要
増
加
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年

か
ら
定
数
を
３
人
増
員
し
、
58
人
と
す

る
。

7
月
17
日

藤
和
那
須
リ
ゾ
ー
ト（
株
）

●
ペ
ッ
ト
同
行
避
難

那
須
塩
原
市
　
市
立
図
書
館
「
み
る
る
」

●
地
域
拠
点
と
し
て
の
図
書
館

視
察
研
修
会
報
告

Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練

議
員
懇
談
会

議
員
研
修
会

深
海
調
査
か
ら
わ
か
る
こ
と

　
深
海
巡
航
探
査
機
「
う

ら
し
ま
」
運
航
長
で
あ
り
、

潜
水
調
査
船
「
し
ん
か
い

６
５
０
０
」
パ
イ
ロ
ッ
ト

の
石
川
暁
久
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
10
月
10
日
に
開

催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
葉
山
町
内
の
小

学
校
が
秋
休
み
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
多
く
の
児
童
も

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
か
ら
の
「
深

海
と
は
何
ｍ
か
ら
？
」
の

質
問
に
「
200
ｍ
」
と
元
気

に
手
を
あ
げ
て
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　
議
員
と
し
て
は
、
海
底

に
た
ま
っ
た
大
量
の
ご
み

の
写
真
に
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。

い
し
か
わ

い
し
か
わ
あ
き
ひ
さ

各常任委員会
12/2（火）　3（水）　4（木）

12/1（月）　16（火）
議案審議

12/12（金）　15（月）　16（火）
一般質問

12/8（月）
議会運営委員会

12/5（金）
クリーンセンター再整備に関する特別委員会

12月定例会議は12/1～17の予定です。

スケジュールは変更になる可能性があります。
また、一般質問は質問者数によって日程が変動します。
詳しくは議会ホームページにてご確認ください。

図書館「みるる」
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●
葉
山
中
学
校
臨
時
任
用
職
員
逮
捕

　
当
該
職
員
が
盗
撮
し
た
画
像
を
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
た
容

疑
で
す
。
児
童
生
徒
、
保
護
者
の
皆

様
、多
く
の
教
職
員
の
不
安
に
対
し
、

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

は
教
員
委
員
会
を
通
じ
て
、
学
校
で

の
実
態
調
査
と
再
発
防
止
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

●
津
波
警
報

　
７
月
30
日
の
津
波
警
報
を
受
け

て
、
災
害
警
戒
本
部
を
立
ち
上
げ
、

町
内
小
中
学
校
6
校
に
避
難
所
を
開

設
す
る
等
、対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。

●
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
再
整
備

　
生
ご
み
資
源
化
処
理
施
設
等
、
全

て
の
施
設
が
完
成
し
、
順
調
に
稼
働

し
て
い
ま
す
。

●
筆
界
確
定
等
請
求
事
件

　
令
和
６
年
２
月
に
、
町
を
被
告
と

し
て
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
原
告
が
所

有
す
る
土
地
に
関
し
、
町
が
管
理
す

る
河
川
と
そ
れ
に
接
す
る
土
地
の
筆

界
確
定
を
求
め
る
も
の
で
す
が
、
町

の
主
張
を
認
め
る
と
い
う
判
決
が
下

り
、
終
結
し
ま
し
た
。

●
葉
山
町
を
被
告
と
す
る
訴
状

　
原
告
が
20
年
以
上
占
有
す
る
土
地

（
町
所
有
地
の
一
部
）
に
つ
い
て
、

原
告
が
所
有
権
を
主
張
す
る
も
の
で

す
。
町
は
応
訴
し
ま
す
。

町
長
行
政
報
告

教
育
長
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
議

表
決
結
果
・
意
見
書
　

一
般
質
問

各
報
告

決
算
審
査

議会だより 第162号 令和7年11月26日発行 

ワークショップの報告
～ 11人からご意見を頂きました～

８月21日（木）教育センターにて、19時
から「町民との会議」をワークショップ形
式で開催しました。詳細はホームページで
ご覧ください。

●ワークショップの告知が足りない。
●議会だよりの内容について、誰に
　質問すればよいかわからない。
●議会にブレーンやアドバイザー
　がいた方がよい。
●他自治体と比べ、情報公開は
　進んでいる。

議会と議会だより

ご　　み

交　　通

教　　育

●紙おむつ対策が不十分だ。
●おむつやペットシーツなどの回収ボックスの設置場所を
　熟慮してほしい。
●生ごみの自家処理を推進する
　方策がほしい。
●ゼロ・ウェイストには賛成する。

●はやまるタクシーの使い勝手をよくしてほしい。
●おでかけタクシーの周知が足りない。
●政策課と福祉課で、交通の
　あり方について、すり合わせ
　するべきだ。
●シェアサイクルの利用は町民
　より、観光客が多い。

●教員が多忙すぎる。負担軽減策をとるべきだ。
●保護者が地域とつながっていない。
●保護者と学校との信頼関係が、
　十分に築けていない。
●SNSの情報に偏りがある。

9
月
1
日
に
葉
山
中
学
校
の
臨
時

任
用
職
員
が
、
性
的
姿
態
撮
影
等
処

罰
法
違
反
で
愛
知
県
警
に
逮
捕
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
教
育
長
と
し
て

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。今
後
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
町
立
学
校
と

共
に
、
二
度
と
不
祥
事
を
起
こ
さ
な

い
た
め
の
方
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
ず
は
相
談
体
制
を
強
化
し
、
児

童
・
生
徒
の
心
の
ケ
ア
に
務
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
教
員
の
私
用
携
帯
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
職
員
室
以
外
の
使

用
を
禁
止
し
、
教
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

や
学
校
用
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
た
デ
ー
タ
は
、
速
や
か
に
共
通

フ
ォ
ル
ダ
ー
に
移
行
さ
せ
ま
す
。

　
盗
撮
機
器
の
対
応
、
教
員
研
修
も

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
保
護
者
や
町
民
の
方
々
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
素
晴

ら
し
い
と
誇
れ
る
葉
山
の
教
育
を
作

り
直
し
て
い
く
こ
と
で
、
皆
様
方
か

ら
の
信
頼
を
取
り
戻
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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最新の議会日程が確認でき
ます。

録音版議会だより♬

議会だよりは音声データを作成
しています。ご希望の方は議会
事務局までご連絡
ください。
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９
月
10
月
は
、
議
員
に
と
っ
て

最
も
忙
し
い
時
期
で
す
。
前
年
度

事
業
評
価
を
し
、
次
年
度
に
繋
ぐ

た
め
の
決
算
議
会
が
あ
り
ま
す
。

　

防
災
訓
練
や
商
工
会
事
業
、
町

内
会
行
事
や
運
動
会
等
も
こ
の
季

節
で
す
。
当
町
な
ら
で
は
の
事
業

参
加
も
大
事
な
仕
事
で
姉
妹
都
市

や
友
好
都
市
、
他
市
町
へ
の
視
察

等
も
あ
り
ま
す
。
私
自
身
を
含
め

町
内
会
や
各
団
体
の
一
員
で
も
あ

る
議
員
そ
れ
ぞ
れ
東
奔
西
走
の
時

期
と
思
わ
れ
ま
す
。
合
間
を
縫
っ

て
の
編
集
作
業
に
汗
を
か
き
ま
し

た
。
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町民との会議のお知らせ
令和８年２月７日㈯、14日㈯　10時～11時30分
２月７日は長柄会館、堀内会館、上山口会館

日　時

場　所

まちづくりに、皆さんのご意見をお聞かせください。

議会主催

●議員が3班に分かれ、6会場で開催します。
●テーマは設けず、フリートークです。
●申し込みは不要ですので、どの会場にでもお越しください。
●駐車場には限りがあります。
●悪天候などで中止の場合は、町のLINEで
　お知らせします。

「はやま議会だより」の
表紙写真・絵画（イラスト）募集！！

●第1回の締め切りは12月17日
 （163号発行は令和8年1月末）
●町内在住・在勤・在学の方　
　未発表・オリジナル作品に限る
●一人3点まで
●第三者の著作権や肖像権を侵害
　しないもの

発行日の季節に合う写真や絵画を、広報委員会で
選考します。
詳細は議会ホームページをご覧ください。

14日は木古庭会館、下山口会館、一色小学校新館




